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Ⅲ 学力調査の結果概要及び改善の方向等について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
記号の意味

（△）上回っている

（◇）やや上回っている ＋3％

（◆）やや下回っている －3％

（▼）下回っている

　　　ほぼ同程度 ← 全国平均正答率

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区分及び領域】 

 

主として「知識」に関する問題（Ａ） 

 
「話すこと・聞くこと」 
△全国平均に比べ、上回っている。 
「書くこと」 
◆全国平均とほぼ同程度であるが、
やや下回っている。 

「読むこと」 
◇全国平均とほぼ同程度であるが、
やや上回っている。 

「言語事項」 
◆全国平均とほぼ同程度であるが、
やや下回っている。 

 

主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

 
「話すこと・聞くこと」 
◆全国平均とほぼ同程度であるが、
やや下回っている。 

「書くこと」 
◆全国平均とほぼ同程度であるが、 
やや下回っている。 

「読むこと」 
◇全国平均とほぼ同程度であるが、
やや上回っている。 

「言語事項」 
◆全国平均とほぼ同程度であるが、
やや下回っている。 

 

※ 記述式の問題においては、無解答が、全

国平均よりやや多くなっている。 

 

●話し手の意図を捉えな
がら聞き、自分の意見と
比べるなどして考えを
まとめて、意見や提案を
述べること。 

 
 
 
●目的に応じて資料を読
み、分かったことを的確
に書くこと。 

 
 
 
●引用したり、複数の内容
を関係付けたりしなが
ら、調べたことや自分の
考えを組み合わせてリ
ーフレットや新聞など
の表現形式にまとめて
書くこと。 

 
●複数の推薦文を比べて
読み、推薦している対象
や理由、読み方の違いを
捉えること。 

 
 
 
●文の定義を理解し、文と
文の意味のつながりを
考えながら、接続語を使
って内容を分けて書く
こと。 

 
 
 
●学年別漢字配当表の当
該学年の前の学年まで
に配当されている漢字
を正しく書くこと。 

本市の概要 
 

今回の調査における課題 

○確認や質問をしながら
話の内容を理解し、自
分の考えを明確にした
上で、相手の立場や状
況に合わせて助言をし
合う言語活動を通した
指導の充実。 

 
○図や表、グラフ等の資
料を的確に読み取り、
考察し、その情報を基
に自分の考えを書く指
導の充実。 

 
○引用した事実と自分の
考えとを区別しながら
複数の内容を関係付
け、目的や条件に合わ
せて自分の考えを書く
指導の充実。 

 
 
○推薦する観点に基づい
て本や文章を読み、そ
の特徴を捉え、相手意
識を明確にして推薦文
を書く言語活動を通し
た指導の充実。 

 
○文の定義や構造を考え
ながら、複数の内容を
１文にまとめたり、１
文を内容ごとに複数の
文に分けたりするな
ど、言語を操作する指
導の充実。 

 
○国語辞典や漢字辞典の
利用を習慣付けること
で、漢字を習得したり
語彙を拡充したりする
指導の充実。 

改善の方向 
 

※「ほぼ同程度」は、全国の平均正答率と比較して 

±３ポイントの範囲内。 

分類 区分
全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

話すこと・聞くこと ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◇ △ ◆

書くこと ◆ ◆ ◇ － ◆ ◆ ◆ ◆

読むこと ◆ ◇ ◆ ◆ － ◇ ◇ ◇

言語事項※ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ ◆

（△）上回っている　（◇）ほぼ同程度だがやや上回っている　（－）全国平均と同じ　（◆）ほぼ同程度だがやや下回っている　（▼）下回っている

※平成２４年度調査から「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」に変更。

平成２５年度小学校国語 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

学習指導要領
の領域

東日本大震災の影響

等により、国において
調査の実施を見送り

【小学校国語】 
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【区分及び領域】 

 

主として「知識」に関する問題（Ａ） 

 

「数と計算｣ 

◆全国平均とほぼ同程度であるが、

やや下回っている。 

「量と測定」 

◆全国平均とほぼ同程度であるが、

やや下回っている。 

「図形」 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、

やや上回っている。 

「数量関係」 

◆全国平均とほぼ同程度であるが、

やや下回っている。 

 

主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

 

「数と計算｣ 

◆全国平均とほぼ同程度であるが、

やや下回っている。 

「量と測定」 

◆全国平均とほぼ同程度であるが、

やや下回っている。 

「図形」 

◆全国平均とほぼ同程度であるが、

やや下回っている。 

「数量関係」 

◆全国平均とほぼ同程度であるが、

やや下回っている。 
  
※ 記述式の問題においては、無解答が、

全国平均よりやや多くなっている。 

 

●確実に四則計算を行

い、計算結果を活用し

て筋道立てて問題を

解決し、その過程を明

確にして説明するこ

と。 

 

 

 

 

●割合や平均の意味と

表し方、面積の単位や

求め方を理解するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●合同な図形をかくた

めに必要な条件や、立

体図形の構成要素に

ついて理解を深める

こと。 

 

 

 

●計算の順序について

のきまりを理解し、四

則の混合した式など

を正しく計算するこ

とや、百分率などの割

合の考えを用いて数

量の関係を読み取っ

たりすること。 

○計算結果の見積りを

生かしながら正しく

計算することができ

るよう習熟を図る指

導や、数直線や図を

用いて、既習と関連

付けながら、根拠を

明確にして説明する

算数的活動の充実。 

 

○割合や平均などにつ

いて、表と式、図と

式を対応させるなど

して、式や結果の数

値の意味への理解を

深める指導や、面積

や体積などの量の単

位を適切に選択した

り、求積方法につい

て図や式を用いて説

明したりする算数的

活動の充実。 

 

○作業的・体験的な活

動などの算数的活動

を通して、ものの形

について観察、構成

し、基本的な図形に

ついての理解を深め

る指導の充実。 

 

○表やグラフ、数直線

や式などに数量の関

係を表したり、読み

取ったり、それらを

相互に関連付けて数

量の関係を説明した

りする算数的活動の

充実。 

※「ほぼ同程度」は、全国の平均正答率と比較して 

±３ポイントの範囲内。 

教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

本市の概要 
 

今回の調査における課題 改善の方向 
 

記号の意味

（△）上回っている

（◇）やや上回っている ＋3％

（◆）やや下回っている －3％

（▼）下回っている

　　　ほぼ同程度 ← 全国平均正答率

分類 区分
全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

数と計算 ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

量と測定 ▼ ◇ ▼ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

図形 ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆

数量関係 ◆ ◇ ▼ ◆ ▼ ◆ ◆ ◆

（△）上回っている　（◇）ほぼ同程度だがやや上回っている　（－）全国平均と同じ　（◆）ほぼ同程度だがやや下回っている　（▼）下回っている

小学校算数 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２５年度

学習指導要領
の領域

平成２４年度

東日本大震災の影響

等により、国において

調査の実施を見送り

【小学校算数】 
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【区分及び領域】 

 

主として「知識」に関する問題（Ａ） 

 

「話すこと・聞くこと」 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

「書くこと」 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

「読むこと」 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

「言語事項」 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

 

主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

 

「書くこと」 

△全国平均を上回っている。 

「読むこと」 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

「言語事項」 

△全国平均を上回っている。 

●文の接続に注意し、伝

えたい事柄を明確に

しながら目的に応じ

た表現で書くこと。 

 

 

 

●段落相互の関係を理

解し、文章の展開を捉

えた上で、課題を決

め、それに応じた情報

の収集方法を考える

こと。 

 

 

●図表などの情報を関

連させて読みながら

文章の構成や表現の

特徴を捉えること。 

 

 

 

 

●文脈に即して漢字を

正しく書いたり、語句

の意味を理解し、文脈

の中で適切に使うこ

と。 

 

●比喩を用いた表現に

ついて理解すること。 

○伝えたい事柄が相手

に効果的に伝わるよ

う必要な情報を適切

に取り上げながら、

自分の表現に役立て

て書く指導の充実。 

 

○文章を読んで新たな

課題を見いだすとと

もに、収集手段の特

徴を考えながら必要

な情報を基に課題の

解決に取り組む指導

の充実。 

 

○新聞記事や説明的な

文章等、複数の文章

を読み比べて、文章

の形態に応じた構成

や展開、表現の特徴

を捉える指導の充

実。 

 

○作文や読書活動など

の多様な言語活動を

通して語彙の拡充を

図る指導の充実。 

 

 

○比喩等の表現技法に

着目しながら文章の

内容を捉え、自分の

経験と結び付けて情

景を想像したりする

指導の充実。 

※「ほぼ同程度」は、全国の平均正答率と比較して 

±３ポイントの範囲内。 

本市の概要 
 

今回の調査における課題 

教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

本市の概要 
 

今回の調査における課題 改善の方向 
 

【中学校国語】 

記号の意味

（△）上回っている

（◇）やや上回っている ＋3％

（◆）やや下回っている －3％

（▼）下回っている

　　　ほぼ同程度 ← 全国平均正答率

分類 区分
全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

話すこと・聞くこと ◇ △ ◇ ◇ ◇ ◇

書くこと ◇ ◇ △ ◇ ◇ ◇ ◇ △

読むこと ◇ ◇ ◇ ◇ △ △ ◇ ◇

言語事項※ ◇ ◇ ◇ ◇ △

（△）上回っている　（◇）ほぼ同程度だがやや上回っている　（－）全国平均と同じ　（◆）ほぼ同程度だがやや下回っている　（▼）下回っている

※平成２５年度調査から「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」に変更。

中学校国語 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

学習指導要領
の領域

東日本大震災の影響

等により、国において
調査の実施を見送り
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【区分及び領域】 

 

主として「知識」に関する問題（Ａ） 

 

「数と式｣ 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

「図形｣ 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

「関数｣ 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

「資料の活用」 

△全国平均に比べ、上回っている。 

 

主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

 

「数と式｣ 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

「図形」 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

「関数｣ 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

「資料の活用」 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや上回っている。 

●数量の関係や法則など

を文字式で表したり、事

象と式の対応を的確に

捉え、事象が成り立つ理

由を説明したりするこ

と。 

 

 

●提示された方針に基づ

いて、証明すること。 

 

 

 

 

 

●関数の意味について理

解するとともに、事象を

式の意味に即し多面的

に解釈し、その結果を数

学的な表現を用いて説

明すること。 

 

 

 

 

 

●与えられたヒストグラ

ムについて、ある階級の

相対度数を求め比較す

るなどし、資料の傾向を

的確に捉え、事象の特徴

を数学的に説明するこ

と。 

○事柄や数量の関係を文

字式で表したり、その

文字式の意味を読み取

ったりするとともに、

事象を多面的に見るこ

とができるようにする

指導の充実。 

 

○証明の方針を立てるた

めに、与えられた条件

を整理したり、性質や

関係を見いだしたりす

るなどの活動を取り入

れた指導の充実。 

 

○具体的な事象の中の 2

つの数量の関係を見い

だし、その関係を確認

するなどし、関数の意

味についての理解を深

めるとともに、数学的

な解釈に基づいて、適

切な表現を用いて的確

に説明できるようにす

る指導の充実。 

 

○不確定な事象につい

て、目的に応じた資料

の整理の仕方を考え、

相対度数の必要性と意

味についての理解を深

めるとともに、資料の

傾向を読み取る活動や

数学的に説明する活動

を取り入れた指導の充

実。 

※「ほぼ同程度」は、全国の平均正答率と比較して 

±３ポイントの範囲内。 

教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 
教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

本市の概要 
 

今回の調査における課題 改善の方向 
 

記号の意味

（△）上回っている

（◇）やや上回っている ＋3％

（◆）やや下回っている －3％

（▼）下回っている

　　　ほぼ同程度 ← 全国平均正答率

分類 区分
全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ） 区分
全国との比較

（Ａ）

全国との比較

（Ｂ）

数と式 ◇ ◇ ◇ △ ◇ △ 数と式 ◇ ◇

図形 △ △ △ △ ◇ △ 図形 ◇ ◇

数量関係 △ ◇ △ △ △ △ 関数※ ◇ ◇

資料の活用※ △ ◇

（△）上回っている　（◇）ほぼ同程度だがやや上回っている　（－）全国平均と同じ　（◆）ほぼ同程度だがやや下回っている　（▼）下回っている

※平成２５年度調査から区分が一部変更。

中学校数学 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

学習指導要領
の領域

平成２４年度 平成２５年度

東日本大震災の影響

等により、国において
調査の実施を見送り

【中学校数学】 


